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研究成果の概要（和文）：本研究は，教科書の分析や教師へのインタビューから，教師の問題解
決観を調査した。教師の教育観や学習方略を調査した。対象は「生活科」「総合的な学習の時間」
「算数・数学」「理科」である。総合的な学習の時間は，指導経験を積むことによって「活動，
情意面」から「考え，思考」，「活動の価値」へと変容した。一方で，生活科はどの年代も「関
わり」を重視していた。理科における学習者の問題解決過程の分析から，理科の問題解決に統
計的推論が必要であることを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：From interviews with teachers and analysis of the textbook, this 
study was to investigate the problem-solving view of the teacher. "Living Environment 
Studies", "Period for Integrated Study", "mathematics" target is a "science". In 
particular, the presence or absence of relevant guidance and history has revealed that 
problem-solving view of "Living Environment Studies" and "Period for Integrated Study". 
Moreover, from the analysis of the problem-solving process of learner, I revealed the 
need for problem-solving of science from the statistical inference. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)近年の学習指導要領 
 問題解決学習やそれによって育つ問題解
決能力の育成は，古くからその必要性が叫ば
れている。特に近年の社会構造の変改により，
更に注目されている。例えば，学習指導要領
の目指す『生きる力』は，「基礎・基本を確
実に身に付け、いかに社会が変化しようと、
自ら課題を見つけ、主体的に判断し、行動し、
よりよく問題を解決する資質や能力」とされ，
「問題解決能力」の育成を中心とする概念で
ある。 

一方で，PISA 調査からは，「学びの有用感
の欠如」が問題とされる。学びの主体が不明
確であり，それを実感できないことが一因で
ある。学びの有用感・学びの実感を高める手
だてに，問題解決学習が取り上げる。例えば，
理科では実体験と共に，学習者自らが問題解
決をすることで実感を伴った理解が可能に
なるとしている。言い換えれば，学びを通し
た学習者の自己実現といえる。 
このように，小・中学校での問題解決学習

とそこで育つ問題解決能力は，社会的な要請
と共に学習者の自己実現からも必要不可欠
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である。 
(2)問題解決学習に関する先行研究 

自然科学での問題解決は，ベーコンやミル
の帰納法，デカルトの演繹法，パースのアブ
ダクションなどが古くから論じられている。
日本では川喜多二郎の W型問題解決などがあ
る。学校教育における問題解決学習は，ジョ
ン・デューイが思想的な柱となった「進歩主
義教育運動」や，ソビエトの「ポリテフニズ
ム」にその源流がある。近年は，小・中学校
の総合的な学習や大学での新設科目で，プロ
ジェクト・ベース学習（PBL）による問題解
決学習も盛んになっている。更には，構成主
義や状況論などをベースとする学習論の台
頭から，問題解決における協調学習が注目さ
れている。 

問題解決学習に関する研究も分野ごとに
行われている。問題解決過程のデザイン研究，
子どもの解決過程の研究，仮説設定の研究な
どが，教科ごとに行われている。申請者も，
協同的な問題解決学習や，問題解決学習によ
る創造性の伸長，更にはインターネット回線
を利用した PBL について，理科を中心に研究
を進めてきた。 
(3)問題解決学習観の教科間境界横断 
 問題解決学習は理科だけではなく，各教科
で注目されている。ただし，異教科間では，
教科の特性(内容・探究過程・方法)の違いも
あり，交流は少ない。そのため，問題解決学
習観の相違から，話がかみ合わない事態も起
こる。例えば，数学・算数の教師は，協同的
な問題解決場面を“練り上げ”という言葉
で表現する。しかし，理科の教員は，“練り
上げ”の用語をあまり使わないために，数学
教師の語る問題解決を十分に理解できない
ことがある。複数教科を担当する小学校教師
でも同様な事態が起こる。 
 これは，状況論にある異文脈間の境界横断
（Boundary-crossing）の研究が参考になる。
この研究では，異なる実践の間に起こる文化
的な葛藤や困難が浮き彫りになっている。こ
の研究からは，統合（integration）には異
文化に，多かれ少なかれ葛藤が内在している
ことがわかる。逆に，異文化を理解すること
で境界横断や統合がなされたときに，新たな
社会システムが構築され，学びが拡張するこ
ともわかる。つまり，各教科の問題解決学習
観の相違を明らかにすることで，互いが境界
横断・統合を促すことが可能になると考える。
その結果，これまでの問題解決学習を拡張し
た，教科横断型の問題解決学習システムの構
築に繋がると推測できる。 

 
２．研究の目的 

問題解決学習やそこで育つ問題解決能力
の育成は喫緊の課題である。しかし，各教科
の教師の持つ，問題解決学習観は異なり，お

互いの理解も乏しい。相互の問題解決観を共
有し，教科横断型問題解決学習モデルを構築
することが望まれる。その第一歩として，特
定教科を専門とする教師の持つ問題解決学
習観を明らかにする。また，いくつかの教科
(生活科，総合的な学習の時間，算数，理科)
を取り上げ，それらを統合した学習デザイン
の在り方を検討する。 
本研究は，編纂者の教育観が表出される教

科書の分析，更に，教育現場の教師やその授
業を対象とした質的調査によって実態を明
らかにする。 
 

３．研究の方法 
(1)理科における問題解決観 
 教科書分析および理科教師へのインタビ
ューを，プロセス・スキルズの視点から調査
する。また，学習者の問題解決過程分析から，
数学との境界横断を検討する。 
(2)総合的な学習の時間の問題解決観 
 複数校で対象授業を経験した教師に対し，
各学習を回想させた。PAC 分析を用いる。 
(3)生活科の問題解決観 
 年代の違う教員に，PAC 分析を用いたイン
タビューを行う。 
(4)数学の問題解決観 
 教科書分析から，編纂者の問題解決観を検
討する。 
 以上から，教科横断型問題解決学習モデル
を検討する。 
 
４．研究成果 
(1)理科における問題解決観 
 教科書分析から，観察・実験等は，以下の
４つの群に類型化された。第２クラスター：
事象の変化・性質・構造・因果関係等の記載
を行う観察・実験群，・第４クラスター：変
化する独立変数とそれに伴う従属変数の変
化との関係を見いだす観察・実験群，・第３
クラスター：独立変数を制御し，従属変数の
変化を定性的にとらえる観察・実験群，・第
１クラスター：独立変数を制御し，従属変数
の変化を定量的にとらえ，解釈する観察・実
験群。また，小学校と中学校の理科の観察・
実験等の間には，プロセス・スキルズの観点
から，対応するほぼ同一の類型が認められる。
中学校は，小学校での観察・実験等での「解
釈」や「変数の扱い」をより具体化・高度化
させることで，類型が分化・発展し，独立し
た観察・実験等の群を形成していた。 
 小学校 5 年理科の振り子の学習において，
数値の処理の伴う問題解決過程を，平均と誤
差の認識に着目して分析した。その結果，各
条件の複数の数値を直接比べた時は，平均を
して二つの値を比べた時よりも，誤差を認識
しやすいことが明らかになった。これは，平
均をせず複数の測定値を併記することで，標



本分布の分散が把握できた可能性が高い。こ
れが，誤差の認識を向上させた。それに対し，
平均することで値が２つに代表されたこと
が，値を算出する前にあった標本分布の分散
を意識しにくくしてしまったと推測できる。
また，振り子の学習において平均をしないこ
とは，平均した場合に比べ，既有概念を科学
概念に変容させやすいことがわかった。誤差
を認識することで，適切な判断が可能になっ
たためと推測できる。以上から，確率論的な
問題解決観の必要性が示唆された。 
 
(2)総合的な学習の時間の問題解決観 
 指導経験による総合的な学習における探
究的な学習のイメージの変容を調査した。 

図 1 初期の授業に対するテンドログラム 
 

図 2 現在のテンドログラム 
 

その結果，探究的な学習のイメージは，指
導経験を積むことによって「活動，情意面」
から「考え，思考」へ，そして「活動の価値」
へと変容してきていることが捉えられた。ま
た，探究的な学習のイメージの変容から，教
師の力量として，「課題意識を深化させる力」，
「多様なソースを的確に提示する力」，「価値
ある学習を企画する力」が高まっていること
が推察された。 
 更に，複数の教師の比較から，対象者Ｂ，
Ｃの探究的な学習のイメージは「こだわりや
追究の質の高まり」，「子ども自身による価値
の創造」に集約された。イメージの背景とな

る力量，あるいはイメージをつくりつつ身に
付けてきたと思われる力量について，赤堀
（1999）が示した総合的な学習を指導する教
員に求められる７つの指導スキルに照らし
て考察した。結果，「内容とリンクするスキ
ル」，「デザインするスキル」，「見通しをもつ
スキル」などが捉えられ，Ａ小学校の研究の
積み重ねとしての指導観や子ども観等がそ
の要因と推察された。 
 
(3)生活科の問題解決観 
 年代の違う教員に対し PAC分析による問題
解決観に関するインタビューを行った。その
結果，以下が明らかになった。世代が違って
も，ほぼ同じ事を大切にしていることが見え
てきた。友達などとのかかわりの中で自己の
良さを知ったり，別の視点を得たりすること
が問題解決を支える力となると考えられて
いる。また，多様な価値観や人の良さに触れ，
他とのつながりをもち練り合う経験も重視
されている。一方，どの教員も知識や技能に
ついてあまり触れない。子どもたちが主体的
な学びから得る気付きは知識や技能，技術，
知恵などになっていくにもかかわらずであ
る。おそらくは，重要視しているのは間違い
ないにしても，それらの内容が個によって違
うことを低学年教員はよく知っているから
ではないかと推察する。 
  

図 3 若手教員のテンドログラム 
 
(4)数学の問題解決観 
 ７社の教科書に掲載されている見慣れた
教材に様々な手法でアレンジを加え，新たな
教材を開発することが日常的に行われるよ
うになると，教師の数学へのイメージがさら
に豊かになる。これは教師の教育観が変容さ
せる手がかりとなる。 
 
(5)今後の課題 
 本研究は，教科を横断する問題解決学習モ
デルを構築することにある。現在は，問題解
決学習の展開を想定した教科である「生活
科」「総合的な学習の時間」を中心に，用具
教科である「算数・数学」と内容教科である
「理科」について，教師の教育観や学習方略
を調査した。しかし，それらを統合したモデ
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ルを構築するには，体育・芸術に関する教科
も含めた調査も必要であることが分かった。
研究の範囲を広げることで，モデルを完成さ
せる。 
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